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１ 研究の内容 

（１）研究の動機 

思考力・表現力については，平成２０年の中

央教育審議会答申の「改善の基本方針」として

「数学的な思考力・表現力は，合理的，論理的

に考えを進めるとともに，互いの知的なコミュ

ニケーションを図るために重要な役割を果た

すものである。このため，数学的な思考力・表

現力を育成するための指導内容や活動を具体

的に示すようにする。特に，根拠を明らかにし

筋道を立てて体系的に考えることや，言葉や数，

式，図，表，グラフなどの相互の関連を理解し，

それらを適切に用いて問題を解決したり，自分

の考えを分かりやすく説明したり，互いに自分

の考えを表現し伝え合ったりすることなどの

指導を充実する。」と，その重要さを述べてい

る。 

私自身これまでの授業実践の中で，常に児童

の「個人差」の壁にあたってきた。児童が「分

からない」という状態にある場合，個人でその

場面を乗り切る，というのは困難である。そこ

で，本研究ではテーマを「思考力・表現力を育

てる授業づくり」として，一斉授業の中で「学

び合う」ことによって，全員が学習を深めてい

く。そんな授業づくりを研究していく。 

（２）思考力・表現力について 

思考力を，中央教育審議会答申から「根拠を

明らかにし筋道を立てて体系的に考える力」と

する。しかし，思考力は目で見ることができな

いので表現力から思考力を見ていこうと思う。

なぜなら，思考力と表現力は表裏一体の関係に

あるからである。表現する活動を通して考えを

見直し，誤りに気づき，考えがよりよいものへ

と高められれば，思考力も育てられるはずであ

る。表現力については，算数科における表現方

法として，自分の考えを，言葉や数，式，図，

グラフなどに表す活動がある。授業においては

これらのことを確実に行うことのできる力を

つける必要がある。そうすることで「自分の考

え」を表現できるようになるはずである。 

表現力と思考力を育てていくため，次の段階

として，自分の考えを他者に伝える活動が考え

られる。考えの根拠を明確にさせて，理由をつ

けて説明する活動である。このような活動を通

して，思考力・表現力が高まれば，児童同士の

言語や数，式，図，グラフを使ったコミュニケ

ーション能力も高まっていくはずである。 

（３）研究のねらい 

まず重要となるのは授業そのものである。特

に，比較・検討の場を充実させたい。授業の中

の比較・検討の場で，児童のどの考えを，どう

いった手順で取り上げていくのか。出された考

えを教師がどう進めていくのか。この場の充実

が児童の意欲にも繋がり，次の授業にも繋がっ

ていくはずである。 

当然比較・検討を充実させるためには，自力

解決において児童が行っている活動をどうみ

とるかがポイントになる。この段階のみとりで

比較・検討の流れが決まるからである。 

そして，自力解決では児童が見通しをもって

取り組むための課題把握も大切となる。児童が

課題において何を「問う」のか。それが明確に

なるような課題提示を行わなくてはならない。 

思考力・表現力が育ったかを見ていく手立て

としてはノート記述があげられる。ここでは計

算式を書いたり，板書を写したりするだけの活



Ｃ（誤答） 

（２×３＝６）↓ 

２３ ×３＝ ６３ 

２３の３をうつす↑ 

Ｄ １０×３＝３０ 

３×３＝ ９ 

  １０×３＝３０ 

３０＋３０＝６０ 

６０＋ ９＝６９ 

 

動にならないようにしたい。言葉や式，図など

を使って，自分の考えを表し，見直す活動を授

業で取り入れる。またそうした「自分の考え」

だけでなく，「友達の考え」も必要に応じてノ

ートに記述するようにしたい。 

さらに学習感想を書くことも重要となる。児

童自身，自己の振り返りができ，次に繋がる。

さらに指導者も授業の振り返りができるから

である。 

本研究では自力解決におけるみとりを確実

に行い，そのみとりから比較・検討の場を充実

させる。そこで思考力・表現力が育っていけば

児童の記述も充実するはずなので，ノートまた

はワークシートの記述を見ていく。 

２ 研究の方法 

 連携協力校の小学校３年生を対象に授業実

践を行う。１学期（実習前半）は児童の実態把

握を算数の授業観察を中心に行う。２学期（実

習後半）は授業観察及び，授業実践を行う。 

３ 授業実践から 

かけ算の筆算による実践 

（１）本時の授業 

①単元 かけ算の筆算 

②指導計画 全１２時間 

 「第３時 ２位数×１位数の計算」と「第４

時 ２位数×１位数（部分積が１桁）の筆算」

の導入について分析する。 

③対象 山梨県公立小学校３年 

  ④ねらい ２位数×１位数の計算は何十と何 

に分ければ簡単になることがわか

り，その計算ができる。 

（２）研究との関連 

かけ算の筆算はこの単元が初めてとなる。筆

算のやり方自体は形式的に覚えることができ

るが，「どうして筆算で行うと大きい数の計算

ができるのか」を理解した上で活動させたい。

そのため筆算の方法に入る前の，２位数×１位

数のやり方を考える学習で位ごとに分けて計

算し（十の位×一の位，一の位×一の位）その

答えを求める活動を充実させる。そこで何十と

いくつに分けて計算するよさを感じさせ，その

やり方を筆算形式に表していく。同時に児童の

多様な考えを出すことで，豊かな考えを表現す

る力も養っていく。 

（３）授業 第３時（９月２７日） 

①課題把握 

1 枚□円の画用紙を 3 枚買いました。代金はい

くらでしょう。 

Ｔ：「□がどんな数なら今まで学習してきた問

題になるかな？」 

２３×３の答えはいくつになるのか，

いろいろな方法を考えよう。 

②自力解決 

教師が把握したことと働きかけ 

・２０と３に分けている児童が多い。(把握) 

・アレイ図で考えている児童が１名。(把握) 

・どう考えて良いかが分からない 1 名の児童に

は模擬貨幣を与えた。（働きかけ） 

③比較・検討 

（ＡＢＣＤは指導者がとりあげた順） 

 

 

              

 

・Ｂの考えをもとに，

答えは６９と確認後，

Ｃの考えはなぜ違う

のかを検討した。児童

からはＡの考えと比

較しながら「両方かけ

算しなきゃ。」という

発言があり「分けた３

もかけ算しなければ

ならない。」とまとめ

られた。 

・「ＡとＤのどちらの考えがよいか。」という議

論になり「Ｄは１０×だから計算が楽。」とい

う意見が出た。指導者が「２０×３ってそんな

に難しいかな。」という言葉を投げかけると，

Ａ ２０×３＝６０ 

３×３＝９ 

６０＋９＝６９ 

Ｂ ２３ 

２３ 

＋２３ 

６９ 



児童は前時までの学習を振り返った。「２０×

３は前にやった。」という意見が出た。すると，

Ｄの考えの児童もＡの考えと比べて，Ａの考え

でも簡単に計算できる，と気づいた。またＢの

考えだった児童も，この時点で位を分けること

で計算できることが分かった。そして最終的に

はＡの考えが良い，とまとまった。 

（４）教師の意図 

①課題把握について 

 Ｔ：「□がどんな数なら今まで学習してきた

問題になるかな？」という言葉は，これまでの 

やり方をもとにすれば，計算できるのではない

か，と見通しを立てせるためのものである。 

②自力解決について 

筆算の考えのもととなるＡの考えと，かけ算

以外の考えで出るであろうと予想されたＢの

考えは必ずとりあげることとした。 

③比較・検討について 

 筆算の方法に帰着させたいので，まずＡの考

えをとりあげた。その後，Ｂの考えをとりあげ

た。この２つの考えで進めようと思っていたが，

児童がまだ挙手したので，ＣとＤの考えをとり

あげた。Ｃの考えは誤答なので，まず誤りを全

体で検討する必要があると考えた。そこで正答

がすぐ分かるＢの考えとＣの考えを比較した。

そうすることでＣの考えの間違いに気づかせ

ることとした。Ｄの考えは出るとは予想してい

なかった。基本的に「２３を分けて考えている」

という点は同じだが，筆算につなげたいので，

Ａの考えでまとめようと考えた。そして，この

２つの考えを「どちらが良いか」という視点で

比較・検討した。アレイ図に関しては，考えた

児童が挙手しなかったのでとりあげなかった。 

（５）考察 

 Ａの考えが多く出たことはよかった。また，

ＡとＤの考えのどちらがよいかを決めるとき

に，以前の学習に戻って話し合えたことも成果

であった。単純に考えれば「１０×の計算の方

が楽」という児童の考えもわかる。それに対し

て「２０×３も前にやったからできる。」と根

拠を明確に

して主張し

合える場が

できた。 

課題とし

ては比較・

検討の場で，最初にＢの足し算の

考えを出すべきだった。そうすれ

ば，２つの式を見比べ，この式の

中から２０×３と３×３が見える，

式と式の関連を図ることができた。

また，この関連はアレイ図を扱えば，さらに深

まったはずであった。今回の授業では，最初に

筆算につながるＡの考えを出したことから，後

は他の考えの紹介だけになった。児童の考えの

関連を見つけ，授業を進めなくては，思考は深

まらない，ということを実感した。考えを，た

だ発表させ，板書するばかりでなく，その順番

や扱い方をもっと検討していかなければなら

ないことが確認できた。課題については（６）

修正指導において修正していった。 

（６）修正指導 第４時 （９月２８日） 

 第３時の反省から，次時の導入では，次の式

の式と図を提示した。 

    ２０ ２０×３＝６０ 

２３             ６９ 

    ３  ３×３＝ ９ 

Ａの考えをわかりやすく表した児童の式と，

Ａの考えを○によって表した児童の図を提示

したのである。位ごとに分けて考えるＡの考え

を，式と図で関連させながら，そのよさを確か

めたのである。またＢの考えも板書し，「ここ

からも位ごとに考え，計算しているのが分か

る。」と確認を行った。そして２３×３をもっ

と簡単に計算するのに筆算がある，として部分

積で考える筆算を行った。 

Ｂの考え 

２３ 

 ２３ 

＋２３ 



（７）ノートについて 

単元が進むにつれ，自分の考えのみを書いて

いた児童も，次第に友達の考えを書くようにな

ってきた。これは友達の考えと比べたり，参考

にしようとしたりする意識の表れともいえる。

学習感想にも「友達の考えがすごいと思いまし

た。」「話を聞いていて（自分の）間違いに気づ

きました。」といった，友達の考えと比較した

り，自分の間違いに気づいたりする言葉も出て

きた。他にも「前やったことを使ったらできま

した。」といった感想も見られた。授業の中で

思考力が育っている一つの目安と考えて良い

のではないかと思う。 

４ 結果・考察 

（１）成果 

今回の研究では，自力解決でのみとりを確実

に行い，そのみとりから比較・検討を組み立て，

活性化することを意識した。その結果，比較・

検討の話し合いの中で，友達の出した考えと自

分の考えを比べるようになってきた。そのとき

に，既習を根拠として考えたり，主張したりす

る姿も見られた。「学び合い」の中で「問い」

に対する答えを導き出す場面が出てきたこと

は大きな成果である。この，「話し合いが多様」

になったことで，友達の考えをノートに書いた

り，大切だと思うところに，色鉛筆を使ったり

する工夫も出てきた。これらのことは，表現と

思考がノートや友達の考えを通して育ってい

る一つの表れと考えられる。 

また修正指導により数学的な表現を関連さ

せて「思考力・表現力」を育てる場面を設定で

きたことも成果であると考える。 

（２）反省と課題 

自力解決でのみとりの中で，指導者の意図し

たことと違う考えも出てくる。多様な考えが出

てくることは望ましい。しかし，児童が問題を

把握していないために，指導意図と違う活動を

する場合もある。導入段階で，分かりやすく，

児童自ら「問い」が生まれるようにしなくては

ならない。さらに児童の反応に対応できる柔軟

な指導力も大切となる。そのためには児童の反

応を予想することや，より深い教材研究が必要

となる。 

ノート記述では，友達の考えと自分の考えを

比較したり，学習感想で「日常の場面でも使え

る」といった考えを書いたりする児童も出てき

た。さらに，よいノートを全体に紹介するなど

して、ノート指導を充実させていきたい。 

５ 次年度への展望 

 今年度は教科書を使い，思考力・表現力を育

てる授業づくりについて考察してきた。授業の

中で思考力・表現力が育っているのではないか，

と感じる場面が何度かあった。次年度は，児童

のノート等を分析し，思考力・表現力の評価に

ついても研究していきたい。また，授業研究に

おいては，その単元でどのような力を育ててい

きたいかを明確にし，教材開発も行い，思考

力・表現力を育てる授業をさらに追究していき

たい。 
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